　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年6月19日
日本保全学会
西日本支部員各位
（Bccにて配信しております）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本保全学会西日本支部

　　　　　　　　　一般社団法人日本保全学会西日本支部主催
講習会「大型発電機製造と保全技術開発」および若手会 の開催（案内）
拝啓 向暑の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は日本保全学会西日本支部の諸活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
　さて、このたび西日本支部では、山浦貫治氏（日立製作所OB）を講師にお招きし、標記講習会を下記のとおり開催することといたしました。原子力発電設備の現場の方や工学系大学院生・学生を対象に、大型発電機の製作と保全、それを支える人材の重要性について、歴史を振り返りながら、種々の実例の詳細を解説いただく予定です。講習会終了後は講師を交えた、若手会主催の交流会を行います。皆様におかれましてはご多用の中誠に恐縮ではございますが、奮ってご参加くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
記
日時： 2026年（令和 8年） 7月30日（木） 13:00 ～18：00
スケジュール：受　付　12:30～
講習会　13:00～17:30
　　　　　　　若手会　17:30～18:00　　　 
講義形態：対面とオンライン(Webex)のハイブリッド形式
対面開催場所：福井大学附属国際原子力工学研究所　1階　
多目的会議室（福井県敦賀市鉄輪町1-3-33）
講義内容：大型発電機の製作と保全、それを支える人材
本講習は、講師が長年の業務での知見と経験に基づき、大型発電機の設計ポリシー、寿命の考え方、技術開発の進め方や、現場での製造・据付・検査等の業務内容について解説し、併せて製品事故・不具合事例も参照しながら、発電機に関する定検・モニタリング等の保全技術についてわかり易く解説します。大型発電機は量産品ではない一品生産の電機品であり、長期間に渡り稼働させるという特徴があるので、これらの発電機の設計・技術開発・製造に携わる技術者・技能者の役割と業務の内容を解説し、後継者特に多能技術者の育成の重要性について深く理解してもらうことを目的としています。また、終了後は講習会修了証も授与いたします。準備の都合上なるべく早めにお申し込みください。

受講料（税込）：	
〇西日本支部員・正会員・法人会員12,000円（シニア会員(65歳以上)）は半額）
〇非会員15,000円
〇学生会員・学生非会員1,000円 
申込先：参加ご希望の方は下記Googleフォームにご記入の上、お申し込みください。
Googleフォームにアクセスできない方は参加申込書（別紙）よりお申し付けください。
https://forms.gle/5X4XCud4vYhWqQAV6
申し込み締め切りは、2026(令和8)年7月7日（火）とします。 
その他：福井大学附属国際原子力工学研究所内に食堂はございません。
　　　　敦賀駅周辺で昼食をお願いいたします。

日本保全学会西日本支部事務局（辻、阮、福元） 
E-mail: west.com@jsm.or.jp

